
入学料免除・徴収猶予第二次願書PDF
第１面

学部 学科

研究科 専攻

保護者(保証人)氏名(保護者が署名すること)　　　　　　　　　　                        　　　㊞　(本人との関係　　　　)

※保護者が単身赴任等で別居している場合は，学生の帰省先住所を記入すること

申請理由のいずれかに✔をすること

 □　1年以内において、学資負担者が死亡し、入学料の納付が困難である

 □　１年以内において、本人若しくは学資負担者が風水害の被害を受け、入学料の納付が困難である

 □　経済的理由によって入学料の納付が困難であり、かつ学業成績優秀である

【申請の具体的理由】 ※詳細に４行以上記入すること

申
請
理
由

　入学料の納付が困難なため、入学料の免除、または徴収を猶予してくださるよう関係書類を添えてお願
いいたします。なお、記載事項は事実と相違ありません。

氏　　　名(本人が署名すること)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ㊞

□修士課程・□博士前期課程
□博士課程・□博士後期課程

（〒　　　　　－　　　　　　） 本人携帯電話番号：　　　　　　－　　　　　－

学生現住所

（〒　　　　　－　　　　　　）

保護者住所

平成 ３０ 年度入学料（□免除・□徴収猶予）第二次願書

平成３０年 ４月 １日

　山　形　大　学　長　殿

入学年度　平成　　年度       月（□入学・□編入学）

　受験番号
（新入生は記入すること）

学生番号
(不明な場合は

記入不要）

主たる家計支持者が無職・失職中の場合は、その年月、生活費の出所を記入すること。

・独立生計者及び外国人留学生は、保護者（保証人）の記入は不要です。
・本申請について、虚偽又は重大な過失が判明した場合には、入学当初までの免除を取消とします。
・「個人情報の利用」について
　提出いただいた書類の個人情報は、入学料免除・徴収猶予申請及び免除・徴収猶予決定事務にのみ使用し、
第三者に開示・　提供・預託することはありません。

ふ り が な

（！）願書は、Ａ３判両面印刷で提出してください。

Ａ３判以外のもの、両面印刷でないものは受け付けません。

・短辺を閉じるように両面印刷してください。

・願書は印刷後、第２面を真ん中から谷折りにしてください。

横に反転して上下逆さまにならないよう

第１面

第２面

上

下

上

下

×

第２面第１面

上

下

上

下
〇
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黒のボールペン（消えるものは不可）で申請者本人が記入してください。
訂正に修正液、修正テープ等は使用しないでください。訂正箇所には二重線を引き、線上に押印してください。

入学料免除・徴収猶予第二次願書PDF第２面

年
才 ヶ月

年
才 ヶ月

年
才 ヶ月

年
才 ヶ月

年
才 ヶ月

（ ）

本人との関係
手帳番号（ ）

本人との関係
手帳番号（ ） 人

熊本地震・・・□全壊　□大規模半壊　□その他（　　　　　　　　）
東日本大震災・・・□全壊　□大規模半壊　□原発避難※

※震災当時警戒区域，計画的避難区域

（ 才）

□国立
□公立
□私立

添付書類 □在学証明書（国立学校は様式５）
□様式３（該当者のみ）

学校名
学年

□自宅
□自宅外

□無
□全免
□半免
□       ％

□無
□全免
□半免
□       ％□小学　□中学　□高校　□大学　□高専

□専修学校(高等課程)  □専修学校(専門課程)
□その他（　　　　　　　　　）

□小学　□中学　□高校　□大学　□高専
□専修学校(高等課程)  □専修学校(専門課程)
□その他（　　　　　　　　　）（ 才） 添付書類 □在学証明書（国立学校は様式５）

□様式３（該当者のみ）

□国立
□公立
□私立

学校名
学年

□自宅
□自宅外

□小学　□中学　□高校　□大学　□高専
□専修学校(高等課程)  □専修学校(専門課程)
□その他（　　　　　　　　　）（ 才） 添付書類

□国立
□公立
□私立

学校名
学年

□自宅
□自宅外

□無
□全免
□半免
□       ％

□無
□全免
□半免
□       ％

就

学

者

を

除

く

家

族

氏　　名 年齢 現在の職業 在職期間

父

□国立
□公立
□私立

学校名
学年

□自宅
□自宅外

□無
□全免
□半免
□       ％

※１）父母について死別・離婚の場合、父または母いずれかを記入。
※2）未就学者（小学生未満）の兄弟はこの欄に記入してください。
※3）18才以上の兄弟で、就学者でない者（独立して別居、同居して
　　　就業等）は記入不要です。（障がい者を除く。※４参照）

※4）就学者ではない障がい者の兄弟がいる場合は、この欄に
　　記入した上で、特別控除関係の書類を提出してください。
※5）祖父母は記入不要です。（家計支持者である場合は記入）

本
人
と
の

関
係

氏　　　　　名
　　（年　齢）

設置区分 在学学校　（学年）
通学
区分

前年度状況(国立学校就学者のみ記入)

□小学　□中学　□高校　□大学　□高専
□専修学校(高等課程)  □専修学校(専門課程)
□その他（　　　　　　　　　）（ 才） 添付書類 □在学証明書（国立学校は様式５）

□様式３（該当者のみ）

授　業　料
年額(千円)前期分 後期分

授業料免除状況

□無
□全免
□半免
□       ％

□無
□全免
□半免
□       ％

□在学証明書（国立学校は様式５）
□様式３（該当者のみ）

障がい者の
いる世帯

該当人数 添付書類

□障がい者手帳又は
　療育手帳の写し

特
　
別
　
控
　
除
　
関
　
係
　
等

一人親世帯
□死別 （平成　　　年　　　月）
□離婚・未婚
□その他（　　　　　　　　　　　　　　）

添付書類

□一人親世帯申立書
□父又は母の戸籍謄
　本か一人親世帯を証
　明できる書類の写し
　（説明資料参照）

一人親
世帯

□該　　当
非課税
世帯

□該　　当

留学生 添付書類 □生活費収支調書（様式６）

大　学
記入欄

独立生計 □該　　当
生活保護

世帯
□該　　当

□無
□全免
□半免
□       ％

添付書類

 □「収入（所得）額」と「市・県民税額」が明記された証明書（下記のとおり家計支持者全員分）
　　 父母の証明書　　一人親世帯：父母いずれかの証明書　　父母がいない場合：父母に代わる方の証明書
 　　独立生計者：本人（と配偶者）の証明書　　留学生：父母の証明書と日本語訳
 □その他の添付書類（説明資料参照）
 　給与収入がある：源泉徴収票の写し　給与以外の所得がある：確定申告書の写し　その他

その他・・・（被害年月日・内容　　　　　　　　　　　　　　　　）

独立生計 添付書類
□生活費収支調書（様式６）
□本人（又は配偶者）が被保険者となる家族全員分の健康保険証の写し

添付書類

□被災の程度が明記
　された罹災証明書
　又は被災証明書の
　写し

火災・風水害等の
被害を受けた世帯

千円 千円 千円

千円

父母
以外

千円 千円 千円 千円 千円 千円 千円

千円 千円 千円 千円 千円 千円

千円 千円 千円 千円 千円

母
千円 千円 千円

父
千円 千円 千円 千円 千円

千円 千円

給与収入 給与外所得

給与収入 年金・恩給
その他

（　　　）
合計 事業所得

利子･配当･
不動産

千円 千円 千円 千円 千円 千円

雑所得 臨時所得
その他

（　　　）
合計

本人との
関　　係

千円 人

本年度給付型
奨学金

受給状況

奨学金名 月額 千円
前年度受給年額

※住民票の人数と上記の家族人数は
一致しなくても問題ありません。

（千円）

本人
千円 千円

母

千円

□自宅

□自宅外

奨学金名 受給期間 月額

奨学金名 月額 千円

就
　
　
　
　
　
　
学
　
　
　
　
　
　
者

家　　　庭　　　調　　　書 申請者本人を
含めた家族人数

添付書類

学生番号 氏　名

□世帯全員分の
　住民票

本
　
　
人

通学区分 前年度給付型
奨学金

受給状況

奨学金名 受給期間 月額

2 谷折り 灰色の部分は記入しないでください。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３
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